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～ソーラーシェアリングと有機農業の融合による地域再生～



❶ 生態系との調和

❷ 地域社会との調和

❸ 一般化および発展/応用

【活動＆導入の3テーマ】

『笑顔溢れる再エネでなければ意味がない』

（画像引用元URL /ウィキペディア ）
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B6%E3%83
%BB%E3%83%96%E3%83%AB%E3%83%BC%E3%
83%BB%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%83%96%E3
%83%AB



❶ 生態系との調和

❷ 地域社会との調和

❸ 一般化および発展/応用

【活動＆導入の3テーマ】

『すべての生態系は繋がっている・・。』



炭素排出量を削減
炭素を吸収
炭素を吸収＆排出量削減

気候変動に
具体的な対策を

【SDGs.13】

発表者撮影



『不耕起栽培』本格スタート
慣行農業⇒非常に大きな炭素排出源。

①土中炭素量さらに増加
②トラクター燃費削減

↓
4‰（パーミル）イニシアティブ

陸の豊かさ

【SDGs.15】

気候変動に
具体的な対策を

【SDGs.13】
発表者撮影



もともとの水脈を意識しての設備作り

（画像引用元URL/発表者一部加筆） https://www.hamajima.co.jp/rika-binran/term/?/term/13220 （画像引用元URL/フリー素材https://www.ac-illust.com/
（航空画像引用元/google eearth /作者加筆）



もともとの水脈を意識しての設備作り

❶距離的な俯瞰

❷時間的な俯瞰

❸レイヤーの俯瞰

（画像引用元URL/発表者一部加筆） https://www.hamajima.co.jp/rika-binran/term/?/term/13220
（航空画像引用元/google eearth/作者加筆）



炭素吸収できない森林
⇒水脈の回復
⇒空気の循環再開
⇒生態系の回復
⇒炭素吸収再開（画像引用元URL/発表者一部加筆） https://iroridanro.net/?p=45014

水脈の断絶



植民地型ソーラー発電に対する反対気運の高まり

山の稜線を壊してはいけない

（画像引用元URL/発表者一部加筆） https://twitter.com/sumiremiya/status/1026196212171472896 （画像引用元URL/発表者一部加筆） https://www.moneypost.jp/910466

https://twitter.com/sumiremiya/status/1026196212171472896


畑に溝を掘り、炭や木を入れる⇒水脈の回復

●土壌改善
●水はけ向上

大地を守る
【SDGs.15】

圃場付加価値向上

●微生物増
●電磁波カット

発表者撮影



❶ 生態系との調和

❷ 地域社会との調和

❸ 一般化および発展/応用

【活動＆導入の3テーマ】

『再エネは社会インフラである』



地域再生

SS発電事業者

MIN×ENE

匝瑳ソーラー
シェアリング
（100％子会社）

その他
発電事業者

イベント

都市・農村交流

拠出

子供支援

新規移住者対策

耕作放棄地再生

新規就農/就職支援

豊和村つくり協議会

農地取得適格法人/ 耕作

Three little birds

売電収入

地権者

地代
固定
資産税

匝瑳市

Re(６次化/農泊)

環境NPO法人
匝瑳プロジェクト

環境保全活動

約500万/年

約350万/年

約2000万/年

全国との繋がり

一社）ソーラー
シェアリング推進連盟
（理事2名監事1名）

【環境企業等】
アグリツリー
ガリレオ
パタゴニア
ハチドリ電力
みんな電力
ENEOS

アースガーデン
市民電力連絡会

大学/学術機関
農水省/環境省など

メディア
アーティスト

匝瑳システム 『シェア&オーガニックをテーマに連携』

農地取得適格法人/ 耕作

匝瑳おひさま畑

約800万/年 ㈱TERRA
海外展開・商品開発

匝瑳おひさま発電所
（関連会社）

㈱ソーラーシェアリング
総合研究所

発表者作成

協力/連携
協力/連携 協力/連携

地域団体

全国＋海外



村つくり基金を活用した取り組み

発表者撮影



夏休みこども教室

豊和・開畑地区にある災害時無料給電所

災
害
時
非
常
電

源
の
無
料
供
給

発表者撮影



６次産業化・特産品開発

大豆コーヒー

発表者撮影



人が集う場つくり ソーラーシェアリング収穫祭開催!!

2022年11月
第4回開催

都市部と農村の交流がテーマ

発表者撮影



発表者撮影



発表者撮影



発表者撮影



2030 脱炭素先行地域 100選 農村部型

たまの長距離は
サブスクカーシェア

通勤用
行きは満タン
職場へ供給
帰りはほぼカラ

Solar Sharing 
Power Station

モノも運ぶ ＆ 電気も運ぶ★tribrid by SS

BAT

V2H

ミニ
ソラシェア

【地域会社設立予定2023】

発表者撮影

【年間約13億円×5年＝65億円の投資 2023-2027】



パタゴニア/サザビーリーグなどとパネル取付けと畑作業体験

発表者撮影



発表者作成



発表者作成



発表者作成

発表者撮影



発表者作成



【行政】 導入オススメパターン

◆最初の一歩は小さめ ⇒早くできる⇒イメージが腹落ちする

例/環境省助成金 行政または農業法人が需要者のSSに関して

低圧設備に2分の1補助がでる。（上限1千万円/2024年度まで確定）

営農は地元農業法人。

需要家
行政（または農業法人）

発電事業者
企業A（同県内）
※農業法人も可

SS設備設置

営農
地元農業法人

設置資金 売電

環境省助成金
2分の1

発表者作成



❶ 生態系との調和

❷ 地域社会との調和

❸ 一般化および発展/応用

【活動＆導入の3テーマ】

『環境問題は一人では解決できない!』



発表者作成



「Solar Sharing for Farmers」

発表者作成



■脱炭素社会に向け、企業と農家の連携や企業のスタッフ教育・研修等のサポート
を行うための環境整備を「ＳＳ総合学習センター」事業として構築する

■企業がSDGs、ESG、新人研修を継続的に行っていく上で、ソーラーシェアリン
グ設備に近接した施設を利用することでリアリティのある教育研修を実施する。

■SS導入（EPC）を志す代理店/農家の方々への技術指導の場とする。

■SS導入を志す農家の方々への農業研修の場とする。

■営農者と企業担当者がWeb会議や対面での交流を図れる場を提供することによっ
てソーラーシェアリングを推進し、再生可能エネルギーを増やしていく

■学生向けに「SSと有機農業の融合による地域再生」をテーマに各種講師を招いて
宿泊型セミナーを開催。海外も含めたインターンの受け入れ態勢を整える。

■SSに関する動画配信の拠点及び撮影スタジオとして活用する。

■一般および学術/行政見学者の当日拠点とする。

ソーラーシェアリングアカデミー/総合学習センター



【SSならではの抜本的イノベーション】

発表者撮影

「太陽光発電パネル一体型
の太陽光発電装置用架台」

特許第6960196号



軽量で、風や地震・雪などにも強い
独自開発1列セルシステムの活用もスタート

（2022年度）

発表者撮影



ペロブスカイト太陽光電池の特性を活かした新システム

発表者作成

耐風速 １００ ｍ



発表者作成



TOKYO OASIS “AIR”

冬季：モジュールで温めた水を
チューブで室外機の周りに循環。
外気との温度差を減少し省エネ化 発表者作成

これまで設置
困難だった室
外機の上部を
活用し、温度
上昇を軽減し
ながら発電



TOKYO OASIS 

“LAPUTA”

●ZEH

●ビル壁面発電

●中水利用

●雨水利用

●下水発電

●浄化槽メタン発電

●蓄電

●スカイライトチューブ 発表者作成



TOKYO OASIS “PARK”

発電するパーゴラ

・災害時のオフグリッド電源
・平常時も、公園管理や市民に開放して使用
・カートリッジバッテリー⇒EVカーで使用

発表者作成



】

発表者作成

発表者撮影



【海外展開】

（1）ベトナム
⇒１０月に現地視察実施済（JICA）
⇒２国立大学にテストプラント決定 水稲/エビ養殖

（2）アフリカ
⇒サヘル地域 4カ国から砂漠緑化省視察 受入

※セネガルは具体的アクションプラン策定進行中
⇒ベナンの海外協力プロジェクトと情報交換

【patagoniaと正式に包括的業務提携締結】

■不耕起栽培はじめ様々な分野でサポートや協業が進行。



砂漠を緑化して、そこで電気も作り
紛争をなくす！

住み続けられる村
【SDGs.11】

貧困をなくす
【SDGs.1】

飢餓をなくす
【SDGs.2】

安全な水
【SDGs.6】

クリーンエネルギー
【SDGs.7】

ソーラーシェアリングを設置

空気中の水分を
取り出すプラント

【エネルギー/水/作物/雇用を提供】

現地の困層に権利を無償提供（ソーシャルビジネス）

（画像引用元URL） https://www.fastcompany.com/90253718/a-device-that-can-pull-drinking-water-from-the-air-just-won-the-latest-x-prize （発表者一部加筆）

・夜間の放射冷却を抑制
・水分の蒸発低減
・スプリンクラー機能
・日陰で農作業が楽

https://www.fastcompany.com/90253718/a-device-that-can-pull-drinking-water-from-the-air-just-won-the-latest-x-prize


Fin
ご清聴ありがとうございました

『希望する未来は自分達で創る!』
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